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【
う
ら
へ
続
く
】

一
、化
学
兵
器
の
使
用
は
、

誰
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、

人
道
と
国
際
法
に
反
す
る

重
大
で
許
さ
れ
な
い
残
虐

行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、

国
連
安
保
理
の
決
議
も
な

い
ま
ま
、
米
国
が
一
方
的

に
攻
撃
を
強
行
し
た
こ
と

は
、
国
連
憲
章
と
国
際
法

に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、

厳
し
く
抗
議
す
る
。
軍
事

攻
撃
は
、
シ
リ
ア
内
戦
を

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と

に
し
か
な
ら
な
い
。

一
、
米
英
仏
は
５
日
に
提

示
し
た
安
保
理
決
議
案
の

な
か
で
、
シ
リ
ア
で
の
化

学
兵
器
使
用
に
つ
い
て
、

国
際
的
な
真
相
究
明
を
求

め
て
い
た
。
米
国
の
一
方

的
な
攻
撃
は
、
自
ら
の
主

張
に
も
反
す
る
も
の
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
連
を
中
心
に
、
国
際
社

会
が
一
致
協
力
し
て
、
化

学
兵
器
使
用
の
真
相
を
つ

き
と
め
、
使
用
し
た
も
の

に
き
び
し
い
対
処
を
お
こ

な
い
、
二
度
と
使
わ
れ
る

米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る

シ
リ
ア
攻
撃
に
つ
い
て
（
大
要
）

　
　
　

２
０
１
７
年
４
月
７
日

　
　

日
本
共
産
党
幹
部
会
委
員
長　

志
位
和
夫

こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
組

み
を
抜
本
的
に
強
め
る
こ

と
こ
そ
必
要
で
あ
る
。

一
、
と
り
わ
け
憂
慮
さ
れ

る
こ
と
は
、
米
国
ト
ラ
ン

プ
政
権
が
、
今
回
の
攻
撃

を
、「
米
国
の
安
全
保
障

上
の
死
活
的
な
利
益
に
か

か
わ
る
」
と
合
理
化
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。「
米

国
第
一
」
の
立
場
で
一
方

的
な
軍
事
攻
撃
を
合
理
化

す
る
態
度
は
き
わ
め
て
危

険
で
あ
り
、
絶
対
に
認
め

ら
れ
な
い
。

　

共
謀
罪
、審
議
入
り（
６

日
）。「
テ
ロ
対
策
は
口
実

だ
」「
で
っ
ち
上
げ
で
強

制
捜
査
が
可
能
と
な
る
」

「
一
般
市
民
も
処
罰
の
可

能
性
が
あ
る
」「
安
倍
政

権
の
『
戦
争
す
る
国
づ
く

り
』
の
一
環
だ
」「
女
性

誌
や
経
済
誌
も
特
集
な
ど

で
取
り
上
げ
て
い
る
」「
連

日
反
対
の
集
会
や
デ
モ
が

行
わ
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

安
倍
政
権
、
教
育
勅
語

の
教
材
使
用
容
認
。「
教

育
勅
語
は
い
ざ
と
い
う

時
に
は
天
皇
の
た
め
に
死

ね
と
い
う
も
の
だ
」「
中

学
の
体
育
に
銃
剣
道
が
加

わ
っ
た
」「
戦
前
の
軍
国

主
義
教
育
を
連
想
さ
せ
る

危
険
な
暴
走
だ
」「
こ
ん

な
蛮
行
は
断
じ
て
許
さ
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

今
村
復
興
相
が
記
者
会

見
で
激
怒
。「
原
発
事
故

の
自
主
避
難
者
へ
の
支
援

打
ち
切
り
に
関
す
る
質
問

　

国
会
図
書
館
の
要
請

に
応
え
、
３
月
16
日
、

『
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
縮

刷
版
』（
１
巻
〜
５
巻
）

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ

の
程
、
国
会
図
書
館
か

ら
寄
贈
へ
の
礼
状
が
届

き
ま
し
た
。

　
『
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
』

は
、
日
本
共
産
党
通

研
支
部
機
関
紙
・
職
場

新
聞
と
し
て
１
９
５
０

年
８
月
21
日
に
創

刊
、
１
９
７
３
年
３

月
か
ら
週
刊
化
、
本
号

で
２
３
８
０
号
に
な
り

ま
す
。『
縮
刷
版
』
は
、

創
刊
号
か
ら
１
３
０
８

号
ま
で
を
５
巻
に
収
録

し
て
い
ま
す
。

『
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
縮
刷
版
』

　

国
立
国
会
図
書
館
に

　

犯
罪
の
行
為
が
な
く

て
も
捜
査
機
関
が
「
合
意

し
た
」
と
見
な
せ
ば
強
制

捜
査
で
き
る
「
共
謀
罪
」。

政
府
・
与
党
が
６
日
、
法

案
の
審
議
入
り
を
強
行
し

ま
し
た
。
国
民
の
思
想
・

信
条
や
言
論
・
表
現
の
自

由
を
脅
か
す
希
代
の
悪
法

に
、学
者
、法
曹
界
、市
民
、

言
論
界
な
ど
各
界
各
層
の

反
対
の
声
と
行
動
が
急
速

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
仁
比
議

員
は
国
会
で
、「
テ
ロ
対

策
」
で
あ
る
国
際
組
織
犯

罪
防
止
条
約
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
条

約
）
批
准
の
た
め
に
「
共

謀
罪
」
が
必
要
と
宣
伝
す

る
安
倍
首
相
に
対
し
、
同

条
約
の
起
草
過
程
で
、
日

本
を
含
む
主
要
国
が
条
約

の
処
罰
対
象
に
テ
ロ
を
含

む
こ
と
に
反
対
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
公
電
を
突
き

つ
け
、「
ね
じ
曲
げ
た
説

明
は
許
さ
れ
な
い｣

と
迫

「
共
謀
罪
」
論
拠
崩
れ
る

  

条
約
口
実
許
さ
れ
な
い

　
　
　

日
本
共
産
党 

仁
比
議
員
が
追
及

反
の
法
案
は
撤
回
す
べ
き

だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
安
倍

首
相
は
「
テ
ロ
に

直
接
言
及
す
る
規

定
は
設
け
ら
れ
な

か
っ
た
」と
認
め
、

岸
田
外
相
も
公
電

の
記
述
を
認
め
ま

し
た
。「
共
謀
罪
」

創
設
に
論
拠
が
な

い
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

　

仁
比
氏
は
、
国

民
を
欺
い
て
「
共

謀
罪
」
創
設
を

企
む
安
倍
政
権
を

批
判
、「
憲
法
違
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

森友疑惑、共謀罪、核兵器禁止条約、
豊洲問題…

4・17 日本共産党演説会
弁士　志位和夫委員長
日時：４月１７日（月）午後６時半開会
会場：東京国際フォーラム ホールＡ
   　　   （ＪＲ有楽町駅より徒歩１分）

　

豊
洲
新
市
場
予
定
地

は
、
地
下
水
再
調
査
で

環
境
基
準
の
１
０
０
倍
の

発
が
ん
性
物
質
ベ
ン
ゼ
ン

や
、
環
境
基
準
を
上
回
る

シ
ア
ン
化
合
物
、
ヒ
素
な

ど
が
検
出
さ
れ
、
安
全
・

安
心
が
保
証
で
き
な
い

致
命
的
な
欠
陥
が
あ
り
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
都
議
団
は

３
月
24
日
、
再
調
査
結
果

を
ふ
ま
え
、
築
地
市
場
の

豊
洲
移
転
計
画
を
き
っ
ぱ

り
中
止
し
、
現
在
地
で
の

再
整
備
の
本
格
的
な
検
討

に
踏
み
出
す
よ
う
小
池
東

京
都
知
事
に
申
し
入
れ
ま

し
た
。

　

現
在
地
の
再
整
備
は
都

民
、
専
門
家
の
知
恵
を
集

め
、
市
場
関
係
者
の
合
意

を
得
な
が
ら
す
す
め
る
、

ま
た
石
原
都
政
以
来
18
年

の
長
き
に
わ
た
り
必
要
な

修
繕
・
補
修
を
怠
っ
て
き

た
築
地
市
場
の
本
格
的
改

修
、
補
修
を
急
ぎ
、
衛
生

面
の
対
策
を
強
化
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
都
議
団

豊
洲
移
転
中
止
を
知
事
に
要
請

築
地
再
整
備
の
本
格
検
討
を

に
『
本
人
の
責
任
だ
』
と

答
弁
し
た
」「
痛
い
と
こ

ろ
を
突
か
れ
て
本
音
が
出

た
」「
避
難
生
活
者
の
実

情
を
全
く
理
解
し
て
い
な

い
」「
こ
ん
な
人
に
復
興

相
は
任
せ
ら
れ
な
い
。
即

刻
辞
任
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
電
と
関
電
を
除
く
電

力
５
社
の
株
式
の
配
当
総

額
が
９
０
０
億
円
に
。「
電

気
料
金
の
値
上
げ
効
果
に

よ
る
業
績
の
回
復
だ
」「
株

主
へ
の
配
当
だ
け
な
く

利
用
者
に
も
還
元
す
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
、
ボ

ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
さ
ん
が

　

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ

ル
１
発
を
発
射
。「
安
保

理
決
議
違
反
だ
」「
自
民

党
は
自
衛
隊
の
反
撃
装
備

強
化
方
針
を
出
し
た
が
、

軍
事
力
で
は
問
題
は
解
決

し
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
地
下
鉄
で
自

爆
テ
ロ
。「
容
疑
者
は
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
と
関
係
が

あ
る
と
い
う
」「
国
連
安

保
理
が
野
蛮
で
卑
劣
な
テ

ロ
と
批
判
し
た
」「
い
か

な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
テ

ロ
は
許
さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

世
界
選
手
権
、
羽
生
選
手

が
SP
５
位
か
ら
大
逆
転
で

優
勝
。「
フ
リ
ー
の
美
し

い
演
技
に
感
動
し
た
」「
宇

野
選
手
の
２
位
も
大
健
闘

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

選
抜
高
校
野
球
、
大
阪

桐
蔭
が
優
勝（
１
日
）。「
大

阪
桐
蔭
は
２
度
目
の
優

勝
だ
」「
決
勝
は
大
阪
の

高
校
ど
う
し
の
戦
い
だ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
開
幕
。「
セ

で
は
巨
人
、
パ
で
は
楽
天

日本共産党志位委員長

ローマ法王庁代表と懇談

カサス神父“要請は理性的なもの”
　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の

国
連
会
議
」
に
参
加
し
て

い
た
志
位
委
員
長
は
、
同

会
議
に
参
加
し
て
い
た
ロ

ー
マ
法
王
庁
（
バ
チ
カ
ン

市
国
）
国
連
代
表
部
の
サ

イ
モ
ン
・
カ
サ
ス
神
父
と

国
連
本
部
で
３
月
29
日
に

懇
談
し
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は「
国
連
会
議
」

に
対
す
る
見
解
を
ま
と
め

た
「
要
請
文
」（
注
）
を

手
渡
し
、
内
容
を
説
明
。

「
こ
の
会
議
で
核
兵
器
禁

止
条
約
に
向
け
た
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

カ
サ
ス
神
父
は
「
会
議

で
の
演
説
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
、

「
意
見
は
そ
の
通
り
で
す
。

こ
の
要
請
の
立
場
は
理
性

的
で
理
解
で
き
ま
す
」
と

応
え
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
法
王
は

27
日
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
の
た
め
に
取
り
組
み

を
」
と
す
る
同
会
議
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て

い
ま
し
た
。

（
注
）
詳
細
は
日
本
共
産

党
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

メ
ダ
ル
と
賞
状
を
手
に
し

た
。「
４
ヵ
月
遅
れ
の
受

賞
だ
」「
記
念
講
演
の
代

わ
り
に
録
音
音
声
を
ア
カ

デ
ミ
ー
に
提
出
す
る
と
い

う
」

　
　

×　
　
　
　

×

が
頑
張
っ
て
い
る
」「
ア

メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
日
本

人
開
幕
投
手
は
３
人
と
も

振
る
わ
な
か
っ
た
」「
上

原
は
良
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
武
蔵
野
桜
ま
つ
り
、

２
日
の
通
研
は
６
、７
分

咲
き
だ
っ
た
」「
４
日
、

研
究
所
周
辺
の
桜
が
一
気

に
咲
い
た
」「
市
役
所
周

辺
か
ら
通
研
正
門
に
向
か

う
バ
ス
の
車
窓
が
素
晴
ら

し
い
」

4 月から負担増・給付減、値上げ


